
ロボット分野

現状・背景 研究（実用化）開発のポイント・先進性

研究（実用化）開発の目標

開発者からの浜通り復興に
向けたメッセージこれまでに得られた成果浜通り地域への

経済波及効果（見込み）

　星山工業及びビードロー
ンは連携し、物流や防災な
どを主な用途とする 25kg
級の小型機と 150kg 級の大
型機の 2 種類のドローンの
開発にチャレンジしており
ます。3年の研究開発期間で、
1 時間の飛行ができる機体の

開発を目標としております。浜通り地域の活
性化と若い方々への雇用の場を提供すること
が目的です。地元に製造工場を新設し、福島
ロボットテストフィールドを活用して実機生
産を目指します。浜通り地域の企業の皆さま
との協力を希望します。

株式会社星山工業
（開発リーダー）

代表取締役
星山天

①  25kg 級小型燃料電池搭載ドローンの製作 : 英
国製小型燃料電池を連結した電動機構と水素
供給システムを開発し、CFRP 製プラットフォー
ム機に搭載してドローンを製作しました。

② 新品炭素繊維を用いた CFRP コンポジット
の製作 : 総重量 25kg 級のカテゴリー機にお
いて積載量を 10kg とするために航空機の
1 次構造材に使用されている炭素繊維を用い
て材料設計し、高強度・高弾性率を有する
ドローン専用機材を開発しました。

③ リサイクル炭素繊維を用いた CFRP コンポ
ジットの製作 : 航空機に使用されている端材
から炭素繊維を回収し、物流ドローン用の
超軽量コンテナを開発しました。

　本事業で開発を目指すドローン（小
型機 : 積載量 10kg、飛行時間 1 時間
以上、大型機 : 積載量 50kg、飛行時
間 1 時間以上）は、既製品には存在し
ないため、環境ビジネス分野や物流ビ
ジネス分野の市場関係者及び災害救助
現場に対処する自治体関係者などから
待望されています。これらのドローン
を浜通り地域で製品化できれば、当該
地域の様々な業種の連携や雇用拡大に
繋げる事ができ、浜通り地域における
産業復興の加速化を一気に進め、多く
の経済的波及効果をもたらすことがで
きます。

　本事業では、物流や防災支援などを主な用途
とする 25kg 級の小型機と 150kg 級の大型機の
2 種類のドローンを開発します。3 年の研究開発
期間で、1 時間の飛行ができる機体の開発を目標
とします。新品とリサイクル回収した炭素繊維で
機体専用の CFRP コンポジットを創り、さらに
は小型燃料電池やハイブリッド電源等長時間飛
行のための電源供給システムを開発します。

《開発のポイント》ドローンの飛行時間の延長には機体の軽量化と供給
電源の小型化・大容量化が必要です。本事業では、炭素繊維複合材料
で創る超軽量素材と、小型燃料電池等を用いた供給電源システムで構
成される新たな機体を開発することにより、近距離物流や防災支援に
実用できるドローンを製作します。

《先進性》将来のドローンの大型化を見据え、ドローン専用機体構造材
料の強度設計に力点をおきます。国産の航空機用炭素繊維を用いた複
合材料を創ります。非破壊検査や化学機器分析を組み合わせた新たな
材料評価法を開発し、機体構造材料の信頼性を高めます。材料の面か
らドローンの安全性を追求します。

　わが国における改正航空法では最大離陸重
量 25kg 未満がひとつの重量カテゴリーであ
り、国内を飛行しているドローンの大部分はこ
の分野です。機体総重量が数 kg の機種が大半
で、最近は農薬散布や物流用途として機体重量
が 15kg 程度で、10kg 程度の積載量をもつ産
業用ドローンの開発が進んでいます。しかし、
最大の難点は飛行時間が短いことです。

ドローン用超軽量機材と小型燃料電池システムの開発

実施期間：2017年度～ 2019 年度　実用化計画開発実施場所：南相馬市

　本事業では、物流や防災などを主な用途とする 25kg 級の小型機と 150kg 級の大型機のドローンを開発します。
1時間の飛行ができる機体の開発が目標です。機体の堅牢性の確保と長時間飛行のために炭素繊維複合材料（CFRP）
を用います。今年度は、南相馬市に研究施設を新設し燃料電池搭載ドローンを作製しました。さらには新品及び
リサイクル炭素繊維をベースとした CFRP の自作技術の習得に努めました。

㍿   星山工業、ビードローン㍿   

2017年度開始

16

燃料電池ドローン 燃料電池

ロボット分野

浜通り地域への
経済波及効果（見込み）

これまでに
得られた成果

開発者からの浜通り復興に
向けたメッセージ

研究（実用化）開発のポイント・先進性

研究（実用化）開発の目標

現状・背景

　除染が行われていない森林や山地を含めた全ての
地区で放射線の残留状況の把握が可能であり、継続
的に調査することにより、山地部を含めた放射線分布
の変化（標高の高い所から低いところへの移動等）を
把握することが可能になります。この技術を求める行

政、民間企業、大学等の研究機関と今後も連携を進め、住民に分
かり易い情報提供を実現し、浜通りの復興を加速させていきたい
です。浜通りは原発事故、放射能、高齢化、人口減少、林業・農
業・漁業の担い手、環境問題等、多くの課題を有している地域です。
全国でも最初に様々な課題を経験しなければならない『課題先進
地域』でもあります。この地域で生まれる新たな技術、制度等は先
例となり、将来到来する国内そして海外における様々な課題解決に
貢献するものと考えます。様々な課題を多角的に解決し、それらが
融合することが本当のイノベーションであると思います。

株式会社ふたば
代表取締役社長

遠藤秀文

　①山林・田畑・市街地の詳細な
土地形状を把握するレーザ計測シ
ステムの計測及び地表面の高さの
解析、②植生や土地利用を把握
するスペクトルカメラ／赤外線カ
メラの計測・解析プログラム開発
及び③地上 50m の空間線量分布
を把握し、放射線特性、グラウン
ドツールスデータから地表面の線
量に換算する計測・解析プログラ
ム開発を行いました。今後、土地
形状、植生や土地利用の違いによ
る空間放射線量分布の解析を進
める予定です。

　本事業の成果により、広範囲な
放射線量の実態と特徴を視覚的に
説得力のある情報として提供でき
れば、地域住民の安心・安全な生
活支援が可能になるとともに、土
地の利活用も進み、レジャー施設
の入込客の増大、企業誘致へ繋が
ると考えます。また、開発のプロ
セスにおける大学との連携、開発
成果の学会発表により、会社の知
名度を上げ新たな市場、人材確保
を行い、これらの結果、浜通りの
地域産業振興、経済へ寄与できる
ようにしたいと考えています。

　平成 29 年度は、試験計測、計測・解
析プログラム開発を行いました。平成 30
年度は、地形・植生に対応した空間放射
線分布解析を行いました。平成 31 年度
以降は、本技術を用いて国、福島県また
は浜通り地域の行政機関等をターゲット
としたドローンによる地形・画像計測と
放射線量測定による広域空間線量計測事
業を計画しています。

　UAV（ドローン）+ レーザ計測（TOKI）システムは新しい技術であり、地形デー
タ（3 次元点群）の精度を確保するためには、機器の構成、センサの精度、分解能、
レーザ記録方式などについて、実証試験を繰り返しながら検証する必要があり
ます。次に、レーザ計測システムとスペクトルカメラ／赤外線カメラで得た地
形情報と植生／土地利用状況に対し、放射線量測定器で取得したデータを正確
に重ねる作業が課題となるが、そ
れぞれのデータ形式を整理・変換
したうえで、正確な位置情報を与
えることが鍵となります。これら、
UAV（ドローン）にレーザ計測シ
ステム、スペクトルカメラ、及び
放射線量測定器を搭載して測定す
る技術／製品は一部民間事業中心
に開発が進んでいるが、用途が限
定されたり実用化に向けての精度
検証中であります。さらに、それ
ぞれの機器で計測したデータ（三
次元点群、スペクトル画像、線量
分布）を統合して解析する技術は
確立されていないため、本補助事
業で確立させる意義があります。

3次元点群データ

ドローンにより計測した地表面の放射線量分布

標高データ（3次元点群データから樹木等を除去）

　福島県浜通りでは居住制限区域等の解
除が行われつつあります。しかし、様々
な理由で帰町は進んでいません。本事業
では、除染が行われていない森林や山地
を含めた全ての地区で放射線の残留状況
の把握が可能であり、継続的に調査する
ことにより、山地部を含めた放射線分布
の変化を把握することを目的とします。

ドローンによる地形・画像計測と放射線量測定による
広域空間線量の取得手法の開発

実施期間：2017年度～ 2018 年度　実用化計画開発実施場所：富岡町

　ドローンに、①レーザ計測システム、②スペクトルカメラ／赤外線カメラ、③放射線量測定器をそれぞれ搭載し、
①地形データと、②植生データから、土地形状と植生状況を把握し、③放射線量測定器では、地上 50mの空間線
量分布から地表面の線量に換算する手法を開発します。これらのデータの相関関係を分析し、地形や植生／土地
利用に応じた空間放射線量を解析するシステムを開発します。

株式会社ふたば15
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2018年度版　浜通りの未来を拓く実用化開発プロジェクト　　福島県地域復興実用化開発等促進事業




